
　

血
液
検
査
で
精
密
検
査
を
す
る

ほ
ど
で
は
な
い
ち
ょ
っ
と
し
た
異

常
が
あ
っ
た
場
合
は
、
日
頃
の
食

事
内
容
や
運
動
量
な
ど
生
活
全
般

を
見
直
し
健
康
度
を
上
げ
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。

　

血
液
検
査
が
教
え
て
く
れ
る
体

の
声
を
聞
い
て
、
生
活
習
慣
病
を

予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

病
気
を
進
行
さ
せ
な
い
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
検
査
結

果
を
み
て
判
断
し
ま
す
。

　

血
液
検
査
の
結
果
と
内
臓
脂
肪

は
大
き
く
関
連
し
て
い
ま
す
。
内

臓
脂
肪
の
量
が
多
い
人
は
、
血
糖

値
が
高
く
な
り
、
H
D
L
（
善
玉
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
少
な
く
な
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
血

液
中
の
中
性
脂
肪
を
肝
臓
に
運
び

出
し
血
液
の
流
れ
を
よ
く
す
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
内
臓
脂

肪
の
中
に
あ
る
脂
肪
細
胞
は
、
血

管
を
つ
ま
ら
せ
る
血
栓
と
い
う
も

の
を
作
り
や
す
く
し
た
り
、
直
接

血
管
に
作
用
し
動
脈
硬
化
を
進
行

さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　　

検
査
値
に
異
常
が
あ
り
精
密
検

査
に
な
っ
た
場
合
は
放
置
せ
ず
、

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

液
検
査
で
は
、
現
時
点

で
の
病
気
の
有
無
が
わ

か
る
だ
け
で
な
く
、
今
、
体
の

中
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
る
の
か
予
測
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　　   
血
糖
値
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

エ
ー
ワ
ン
シ
ー（
H
ｂ
A
1
c
）、

中
性
脂
肪
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

肝
機
能
、
尿
酸
値
、
こ
れ
ら
は

生
活
習
慣
病
に
関
連
す
る
検
査

項
目
で
す
。

　      
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
肝

臓
病
、
痛
風
、
貧
血
な
ど
の
有

無
が
わ
か
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
無
症
状
で
進
行
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
血
液
検
査
の
基
準

値
と
自
分
の
検
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
、
病
気
に
近

づ
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
、
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血管を傷つけ動脈硬化を起こします。特に腎臓、

目、手足の神経に障害を起こしやすいと言われ

ています。

糖尿病高い
血糖

ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝA1ｃ

血液の流れを悪くし、動脈硬化や脳梗塞、心筋

梗塞を引き起こします。
脂質異常症

高い中性脂肪

低いHDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ

高いLDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ

体に不要な毒素の解毒や、必要なエネルギーの

生成、消化を助けることができなくなります。

肝炎

脂肪肝
高い

AST(GOT)

ALT(GPT) 

γ-GT(γ-GTP)
尿酸の結晶が血管の壁を傷つけます。また、痛

風による関節痛を引き起こします。

高尿酸血症

痛風
高い尿酸

血液の流れを悪くします。血栓という血の塊が

できやすくなります。

脳梗塞

心筋梗塞
高いﾍﾏﾄｸﾘｯﾄ 

血色素
（ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝ）

栄養(鉄分)の不足や、慢性的な出血(胃潰瘍など

消化管出血)を起こしている可能性があります。
貧血低い
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上記の表と検査結果を照らし合わせて、健康チェックをしよう！


